
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
面
談
形
式
で
、

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
市

政
運
営
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

と
　
き

平
日
の
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
九

時
の
間
で（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）、

面
談
時
間
は
一
組
三
十
分
以
内

※
市
長
の
都
合
で
日
程
変
更
の
場
合
あ
り
。

と
こ
ろ

八
代
市
役
所
助
役
応
接
室

対
　
象

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
個
人
や
グ
ル
ー
プ（
五
〜
六
人
ま
で
）

申
込
・
問
合
せ

三
月
十
日
�
ま
で
に
各
公

民
館
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
、
〒
８
６
６
＝
８
６
０
１
八
代

市
役
所
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
室
�
33
４

１
０
１
�
32
２
６
６
５
へ（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
申
込
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
）

申
込
用
紙
は
建
築
課
に
あ
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
に
申
し
込
ん
だ
人
も
再
度

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

三
月
十
四
日
�
〜
十
八
日
�

午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時（
正
午
〜
午
後

一
時
除
く
）

※
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
込
者
は
、
抽
選

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
日

四
月
十
四
日
�
午
前
十
時
〜
や
つ

し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室
Ａ

申
込
・
問
合
せ

建
築
課
�
33
４
１
２
２

応
募
資
格

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市
内
に

引
き
続
き
三
年
以
上
居
住
し
、
経
済
的
理

由
の
た
め
就
学
が
困
難
で
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
人

▼
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
専
門

学
校
、
短
期
大
学
お
よ
び
大
学
に
、
進
学

ま
た
は
在
学
す
る
人

▼
同
種
の
奨
学
金
を
日
本
育
英
会
な
ど
か
ら

支
給
、
ま
た
は
貸
与
さ
れ
て
い
な
い
人

貸
付
額（
月
額
）

▼
高
校（
公
・
私
立
）・
高

専（
一
〜
三
年
）＝
一
万
二
千
円
　
▼
高
専

（
四
〜
五
年
）＝
一
万
五
千
円
　
▼
大
学
・

短
大（
国
・
公
立
）＝
二
万
円
　
▼
大
学
・

短
大（
私
立
）・
専
門
学
校
＝
二
万
二
千
円

受
　
付

三
月
一
日
�
〜
四
月
二
十
八
日
�

提
出
書
類

①
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書（
こ

ど
も
家
庭
課
に
あ
り
ま
す
）②
合
格
証
明

書
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書
③
平
成

十
六
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
写
し
、
ま
た

は
申
告
書
の
写
し（
収
入
が
あ
る
家
族
全

員
の
も
の
）④
住
民
票（
全
員
の
も
の
）⑤

印
鑑
証
明
書（
保
護
者
お
よ
び
連
帯
保
証

人
二
人
分
）⑥
連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明

書（
市
税
）

申
込
・
問
合
せ

こ
ど
も
家
庭
課

�
33
８
７
２
１

と
　
き

三
月
十
日
�
午
前
九
時
〜
正
午

と
こ
ろ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
二
階
料
理
室

講
　
師

大
野
和
広
氏（
新
大
阪
屋
）

定
　
員

二
十
人

費
　
用

二
千
円（
受
講
料
・
材
料
費
）

申
込
み

費
用
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
電
話
申
し
込
み
は
不
可
。

問
合
せ

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
�
32
７
１
７
１

内
閣
府
で
は
、
将
来
を
担
う
国
際
感
覚
豊

か
な
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
様
々
な
国
際

交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
に
実
施
す
る「
国
際
青
年

育
成
交
流
」「
日
中
、
日
韓
青
年
親
善
交
流
」

「
世
界
青
年
の
船
」「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

に
参
加
す
る
青
年（
十
八
〜
三
十
歳
）を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間

三
月
七
日
�
〜
四
月
一
日
�

中
間
選
考
日

四
月
十
五
日
�

問
合
せ

熊
本
県
交
通
安
全
・
青
少
年
課

�
０
９
６（
３
８
３
）１
１
１
１

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
可
。
個
別
指

導
、
検
定
対
策
な
ど
あ
り
ま
す
。

《
各
講
座
午
前
十
時
〜
正
午（
全
四
回
）》

▼W
o
rd

入
門
…
三
月
七
日
�
、
八
日
�
、
九

日
�
、
十
日
�

▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
…
三
月
十
四
日
�
、
十
五

日
�
、
十
六
日
�
、
十
七
日
�

▼P
o
w
erP
o
int

入
門
…
三
月
二
十
二
日
�
、

二
十
三
日
�
、
二
十
四
日
�
、
二
十
五
日
�

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー
ル
入
門
…

三
月
二
十
八
日
�
、
二
十
九
日
�
、
三
十

日
�
、
三
十
一
日
�

《
各
講
座
午
後
一
時
半
〜
三
時
半（
全
四
回
）》

▼E
xcel

入
門
…
三
月
七
日
�
、
八
日
�
、
九

日
�
、
十
日
�

▼W
o
rd

応
用
…
三
月
十
四
日
�
、
十
五
日

�
、
十
六
日
�
、
十
七
日
�

▼H
P

入
門
…
三
月
二
十
二
日
�
、
二
十
三

6

日
�
、
二
十
四
日
�
、
二
十
五
日
�

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
…
三
月
二
十
八
日
�
、
二

十
九
日
�
、
三
十
日
�
、
三
十
一
日
�

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン（
本
町
三
丁
目
）

対
　
象

市
内
在
住
者（
高
齢
者
歓
迎
）

受
講
料

一
万
円（
別
途
教
材
費
千
円
程
度

必
要
）

問
合
せ

八
代
商
工
会
議
所
�
32
６
１
９
１

本
町
三
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
�
32
２
６

９
７
、商
政
観
光
課
�
33
４
１
１
５

勤
務
条
件

月
曜
〜
金
曜（
午
前
九
時
〜
午

後
四
時
）

対
　
象

①
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
で

満
六
十
歳
未
満
の
人
②
介
護
支
援
専
門
員

ま
た
は
保
健
師
・
看
護
師
・
介
護
福
祉
士

な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人
で
、
医
療
機
関

や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
で
の
実
務
経
験
が

五
年
以
上
の
人
。

賃
　
金

月
額
十
五
万
千
百
円

内
　
容

▼
介
護
保
険
の
被
保
険
者
の
家
を

訪
問
し
、
認
定
調
査
▼
聞
き
取
り
内
容
を

調
査
票
な
ど
に
作
成

選
考
日

三
月
十
八
日
�

選
考
方
法

面
接
と
作
文（
八
百
字
程
度
）

申
込
み

三
月
十
五
日
�（
必
着
）ま
で
に

履
歴
書
・
資
格
を
証
明
す
る
書
類（
写
し
）

を
提
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

介
護
保
険
課
�
33
４
４
３
８

と
　
き

三
月
十
二
日
�
▼
年
金
相
談
所
・

健
康
相
談
所
…
午
後
一
時
〜
▼
年
金
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
…
午
後
三
時
〜

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

対
　
象

社
会
保
険
委
員
、
も
し
く
は
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
家
族

で
五
十
歳
以
上
の
年
金
受
給
前
ま
で
の
人

内
　
容

①
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
と
生
き
が
い（
家

計
プ
ラ
ン
の
考
え
方
）②
健
康
づ
く
り（
年

齢
に
応
じ
た
か
ら
だ
の
変
化
）③
年
金
相

談
所
の
開
設
④
健
康
相
談
所
の
開
設

申
込
・
問
合
せ

八
代
社
会
保
険
事
務
所

�
35
６
１
１
５

内
　
容

国
民
健
康
保
険
税
並
び
に
市
税
の

納
税
相
談
お
よ
び
収
納
に
係
る
外
勤
業
務

対
　
象

①
八
代
市
に
住
民
登
録
を
し
、
市

税
等
の
未
納
、
そ
の
他
不
適
当
と
認
め
る

事
由
が
な
い
こ
と
。
②
運
転
免
許
証
を
取

得
し
て
い
る
人
。

採
用
期
間

四
月
一
日
〜
平
成
十
八
年
三
月

三
十
一
日
（
以
後
、
更
新
可
）

勤
務
条
件

非
常
勤
職
員
、
報
酬
、
服
務
等

7 広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。
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平
成
十
七
年
度

空
き
室
が
生
じ
た
場
合

市
営
住
宅
補
充
入
居
者

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

手
作
り
味
講
座「
お
も
て
な
し
料
理
」

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ま
ち
づ
く
り
市
長
談
話
室（
四
月
分
）

無
利
息
で
す

平
成
十
七
年
度
八
代
市
奨
学
生

採
用
予
定
人
員
一
人

介
護
認
定
調
査
員

（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

に
つ
い
て
は「
八
代
市
国
民
健
康
保
険
税

等
納
税
相
談
員
設
置
要
綱
」
の
規
定
に

よ
る
。

試
験
内
容

面
接
お
よ
び
簡
単
な
作
文

※
試
験
日
時
な
ど
別
途
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

履
歴
書
を
三
月
十
四
日
�

ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
保
険
年
金
課

�
33
４
１
１
３
〒
８
６
６
＝
８
６
０
１
八

代
市
松
江
城
町
一
―
二
五
へ
。

と
　
き

三
月
十
日
�
午
後
一
時
半
〜
五
時

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

内
　
容

①
求
職
活
動
に
あ
た
っ
て
の
心
構

え
や
自
己
認
識
②
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

の
書
き
方
の
指
導
③
面
接
対
策
の
指
導
や

個
別
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
雇
用
増
大
促
進
協

議
会
事
務
局（
企
業
港
湾
振
興
課
内
）

�
33
８
５
１
３

受
講
料
は
無
料
で
す

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

使用月

１７年１０月

１７年１１月

１７年１０月

１７年１１月

八代市厚生会館・やつしろハーモニーホール
施設予約調整会議日程

八 代 市
厚生会館

（�３２－３１９６）

やつしろ
ハーモニー
ホール

（�５３－００３３）

調整会議日時

４月１日�
午前９時集合
５月６日�
午前９時集合
４月４日�
午前９時集合
５月２日�
午前９時集合

会　場

厚生会館
小集会室

ハーモニ
ーホール
中会議室

参
加
費
は
無
料
で
す

年
金
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
八
代

高
齢
者
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生

日

7日�

8日�

9日�

10日�

11日�

14日�

15日�

16日�

17日�

18日�

出　演

企画調整課

保険年金課

税 務 課

博 物 館

介護保険課

環 境 課

福 祉 課

水産林務課

図　書　館

選挙管理委員会

テーマ

九州新幹線・肥薩おれんじ
鉄道開業一周年イベント

転入・転出時の年金届

固定資産税のあらまし

冬季特別展覧会

介護保険制度

狂犬病予防注射

八代市地域福祉基金

緑の募金

図書館講座・移動図書館
「ともだち号」

平成１７年度執行予定の選挙

第３セクターとして設立された、地域密着型
２４時間放送のラジオ局です。火災情報や災害
時の緊急情報も放送しています。

毎週月曜日～金曜日の午前１０時から１０分間
「エフエムやつしろ（FMラジオ）」放送中です。

※再放送は午後２時５０分からです。

人口と世帯

人　口 １０５,７９４

男 ４９,６４４ （－１８）

女 ５６,１５０ （－２６）

世帯数 ３８,９９４ （ ３）

平成１７年１月末現在（前月末比）

（－４４）

若
干
名
（
概
ね
三
十
五
歳
〜
六
十
歳
未
満
）

国
民
健
康
保
険
税
等
納
税
相
談
員



☆
冬
季
特
別
展
覧
会

麦
島
城
の
時
代
〜
四
百
年
の
時
を
こ
え
て
〜

三
月
二
十
一
日
�
ま
で

☆
第
一
常
設
展
示
室

▼
八
代
焼
Ⅳ

三
月
二
十
七
日
�
ま
で

▼
古
文
書
を
読
む
Ⅳ
　
　
四
月
十
日
�
ま
で

▼
や
つ
し
ろ
遺
跡
め
ぐ
り
Ⅱ四

月
三
日
�
ま
で

▼
八
代
の
金
工
師
―
釘
谷
洞
石
と
聴
石
―

三
月
二
十
七
日
�
ま
で

▼
む
か
し
の
道
具
　
三
月
二
十
七
日
�
ま
で

▼
和
紙
作
り
の
道
具
三
月
二
十
七
日
�
ま
で

▼
信
仰
の
か
た
ち
　
三
月
二
十
七
日
�
ま
で

▼
米
作
り
の
農
具
　
　
　
　
　
　
　
　
通
年

☆
第
二
常
設
展
示
室

金
銀
の
き
ら
め
き
〜
漆
の
美
〜

三
月
二
十
一
日
�
ま
で

観
覧
料

大
人
＝
三
百
円
、
高
大
生
＝
二
百
円

※
中
学
生
以
下
の
入
館
は
無
料
で
す
。

休
館
日
　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
。
三
月
は
、

二
十
一
日
�
＝
開
館
、
二
十
二
日
�
＝
休
館

【
歴
史
講
座
の
ご
案
内
】

第
五
回
「
関
ヶ
原
合
戦
と
麦
島
城
」

と
　
き

三
月
十
二
日
�

午
後
二
時
〜
三
時
半

と
こ
ろ

八
代
市
立
博
物
館
講
義
室

講
　
師

林
千
寿
氏（
本
館
学
芸
員
）

受
講
料

無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ

八
代
市
立
博
物
館
�
34
５
５
５
５

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
は
、
文
化
庁
委
嘱

事
業
で
、
郷
土
芸
能
、
民
謡
、
伝
統
音
楽
、

日
本
舞
踊
、
武
道
、
華
道
、
茶
道
な
ど
の
分

野
で
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
公
民
館
、
学

校
な
ど
の
施
設
で
一
定
の
期
間
継
続
的
に
伝

統
文
化
を
体
験
・
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

申
請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
募
集
案
内

お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
文
化
課
に
あ
り
ま

す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先

県
教
育
庁
文
化
課
�
０
９
６（
３

８
３
）１
１
１
１
内
線
６
７
１
３

問
合
せ

文
化
課
�
35
２
０
２
１

★
図
書
館
講
座（
無
料
）

▼
文
学
講
座
Ⅰ

「
女
歌
・
与
謝
野
晶
子
〜
俵
万
智
」

と
　
き

三
月
九
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

加
藤
み
ゆ
き
氏

▼
八
代
の
歴
史

「
卓
上
史
跡
案
内
―
悟
真
寺
―
」

と
　
き

三
月
十
六
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会
室

講
　
師

松
山
、丈
三
氏

★
ひ
な
ま
つ
り
お
は
な
し
会（
無
料
）

と
　
き

三
月
五
日
�
午
前
十
時
半
〜

と
こ
ろ

▼
八
代
市
立
図
書
館
二
階
大
集
会

室
…
（
幼
児
向
け
・
三
歳
以
上
）、
▼
中

集
会
室
…
（
小
学
生
向
け
）

語
り
手

子
羊
文
庫
会
員

★
移
動
図
書
館
「
と
も
だ
ち
号
」

三
月
　
一
日
�
　
麦
島
・
金
剛
校
区

三
月
　
二
日
�

松
高
校
区

三
月
　
三
日
�

八
千
把
校
区

三
月
　
四
日
�

太
田
郷
校
区

三
月
　
八
日
�

植
柳
校
区

三
月
　
九
日
�

郡
築
・
八
代
校
区

三
月
　
十
日
�
　
日
奈
久
校
区

三
月
十
一
日
�

二
見
校
区

三
月
十
五
日
�

龍
峯
校
区

問
合
せ

八
代
市
立
図
書
館
�
32
３
３
８
５

9

市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
人
材
を
活
用

し
、
八
代
市
立
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

養
護
学
校
へ
派
遣
し
て
学
校
教
育
活
動
を
支

援
す
る
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
三
月
十
四
日
�
〜
十
八
日
�

午
前
九
時
〜
正
午

職
　
種

①
図
書
館
・
情
報
指
導
員
（
図
書

館
教
育
・
情
報
教
育
の
推
進
支
援
）
②
特

別
支
援
教
育
介
助
員（
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
の
活
動
支
援
）
③
生
徒
指
導
員（
中

学
校
の
生
徒
指
導
支
援
）
④
保
育
指
導
員

（
幼
稚
園
の
保
育
活
動
支
援
）

※
②
③
④
は
教
員
免
許
状
が
必
要
で
す
。

活
動
日
数（
時
間
）
年
間
百
九
十
日
程
度

（
一
日
四
〜
五
時
間
）

申
込
・
問
合
せ

学
校
教
育
課
�
33
６
８
４

７
で
応
募
用
紙
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
提
出

時
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

《
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
》

受
験
資
格

①
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
〜

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ

で
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
、
人
事
院
が

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

一
次
試
験

五
月
一
日
�

受
　
付

四
月
一
日
�
〜
八
日
�

《
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
》

受
験
資
格

①
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
〜

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
　

で
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
大
学
・
短

大
・
高
専
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

人
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

一
次
試
験

六
月
十
九
日
�

受
　
付

四
月
十
三
日
�
〜
二
十
二
日
�

《
国
税
専
門
官
》

受
験
資
格

①
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
〜

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ

で
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
、
人
事
院
が

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

一
次
試
験

六
月
十
二
日
�

受
　
付

四
月
一
日
�
〜
十
五
日
�

《
労
働
基
準
監
督
官
》

受
験
資
格

①
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
〜

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ

で
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
、
人
事
院
が

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

一
次
試
験

六
月
十
二
日
�

受
　
付

四
月
一
日
�
〜
十
五
日
�

《
法
務
教
官
》

受
験
資
格

①
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
〜

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ

で
、
平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
大
学
・
短

大
・
高
専
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

人
、
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
人

一
次
試
験

六
月
十
二
日
�

受
　
付

四
月
一
日
�
〜
十
五
日
�

申
込
用
紙
請
求
方
法

角
形
二
号
の
封
筒
に

百
四
十
円
切
手（
国
税
専
門
官
は
百
二
十

円
切
手
）を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
、
希
望
の
試
験
名
を
朱
書

き（
例『
Ⅰ
種
請
求
』）し
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
用
紙
請
求
先
・
問
合
せ

〒
８
１
２
＝

０
０
１
３
　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二

―
一
一
―
一
　
人
事
院
九
州
事
務
局
第
二

課
試
験
係
�
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
31.ocn.ne.jp/̃npaq/

8火災などについての情報は「エフエムやつしろ」の放送でもお知らせしています。

麦島
むぎしま

城
じょう

代
だい

を務めていた小西作右衛門の書状で
す。家臣である須佐美

す さ み

太郎左衛門
た ろ う ざ え も ん

に馬の飼育料と
して八代の古閑村から100石を与える、という内
容です。この書状は、作右衛門の遺品としては熊
本県内に残る唯一のもので、本展覧会にともなう
調査の中で新たに確認されたものです。
小西作右衛門（木戸

き ど

作右衛門
さく う え も ん

あるいは小
こ

西
にし

美作
みまさか

行重
ゆきしげ

）は小西行長の重臣で、天正16年（1588）に八
代が行長の統治下に置かれると、作右衛門は八代
支配を任され、麦島城を築城しました。豊臣秀吉
の朝鮮出兵（文禄

ぶんろく

・慶
けい

長
ちょう

の役
えき

）の際には朝鮮半島
に出陣していて、麦島城跡から出土している朝鮮
半島製の瓦は、作右衛門が持ち帰ってきたもので
はないかと考えられます。
また、作右衛門は信仰の篤いキリスト教信者と

して有名で、当時の八代はキリスト文化に包まれ
たことが、当時の外国人宣教師たちの記録に記さ
れています。慶長5年（1600）、麦島城は加藤清正
に攻め込まれ、作右衛門は薩摩に逃れます。作右
衛門はその翌年に薩摩で亡くなりますが、その遺
体は長崎に送られ、キリスト教信者らの手により
手厚い葬儀が行われたと伝えられています。

紙本墨書・折紙
縦31.6cm×横49.8cm

慶長4年（1599）
4月18日付

熊本市立熊本博物館所蔵

博物館だより
冬季特別展覧会「麦島城の時代」より

こ にしさ く え も ん すえさと

広報やつしろ ２００５.３.１広報やつしろ ２００５.３.１

開
館
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

博
　
物
　
館

平
日
の
開
館
時
間
は
午
後
六
時
ま
で

図
　
書
　
館

大
学
卒
業
程
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

備　考

パソコン各自持参

月1,000円

人数

15

30

時　間

１９:００～２１:００

２０:００～２２:００

曜日

水

木

クラブ名

パソコンサークル

ソフトバレーボール

備　考

材料代月2,500円

花代月3,000円

毛筆

初心者用手話

月1,000円

手本代年7,700円

着物各自持参

お茶菓子代月700円

粘土代 6,500円
各１０回コース

人数

15

15

15

15

15

15

30

15

15

15

30

30

時　間

１８:３０～２１:００

１８:３０～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

２０:００～２２:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:００

１９:００～２１:３０

１９:００～２１:３０

曜日

月

火

月

火

火

水

水

木

木

金

金

金

講座名

料　　理

実用書道

手　　話

バドミントン

ペン習字

着物着付

茶　　道

小原流

池　坊
華
道

自 主 ク ラ ブ

前半5～7月

後半7～9月
陶
芸

勤労青少年ホームは、働く若者が仕事の余暇を
利用し、クラブ活動などで交流を深めると共に、
各種講座で教養を身につけるところです。
対　象 市内在住または市内の事業所（農業・漁
業・自営業などを含む）に勤務する満１５歳～３５
歳の男女

利用方法 当館備え付けの利用証交付申請書で登
録し、２０００円（傷害保険料、利用者友の会費、
運営費）を添えてお申し込みください。なお、講
座受講希望者は当館にある講座申込書を提出し
てください。

開館時間 １３：００～２１：００
休 館 日 土・日曜日、祝日、年末年始
受　　付 ３月１４日�～４月２２日�
問 合 せ 八代市勤労青少年ホーム�３３－２３８３

非
常
勤
職
員

平
成
十
七
年
度
学
校
支
援
職
員

提
出
期
限
は
三
月
九
日
�
ま
で

平
成
十
七
年
度
伝
統
文
化

こ
ど
も
教
室
事
業

自治体初！地域ポータル＆ソーシャルネットワーキングサイト『ごろっとやっちろ』ホームページアドレス www.gorotto.com メールアドレス garappa@gorotto.com



実施日：平成１６年１１月１１日午後６時～７時
八代市交通安全母の会は、八代警察署、八代地区交

通安全協会、八代市交通指導員会、学校関係者などの
協力を得て、自転車無灯火調査を１１校区１５ヵ所で
一斉に実施しました。
無灯火率は昨年よりも少なくなりましたが、まだま

だ交通安全意識の向上を目指して、今後も活動を続け
る必要があります。ご協力いただきました皆さん、あ
りがとうございました。

問合せ 生活安全課�３３―４１１２

代陽
八代

太田郷

麦島
八千把

松高

高田
郡築
宮地
日奈久

二見

代陽小学校正門横
本町４丁目
満崎鮮魚店前
第二中学校前交差点
和久田建設横（四つ角）
八千把公民館前
松崎第一町内
松高駐在所前
高田農協スタンド前
郡築小学校四つ角
八代神社前交差点
日奈久中町いこいの広場前
味の嵯峨前
二見公民館前
二見駅前

２００
６２
２５２
２６４
１１９
７４
９６
７３
２９
６２
２０
２３
４
８
７

６９
２９
１１９
４３
６６
２９
４４
１６
１８
１９
８
８
１
７
４

11 10

と
　
き

三
月
十
八
日
�
午
後
一
時
〜

と
こ
ろ

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
　
象

平
成
十
五
年
九
月
十
九
日
以
降
に

生
ま
れ
、
歯
が
八
本
以
上
生
え
た
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
先
着
二
十
組

内
　
容

む
し
歯
予
防
の
お
話
、
歯
科
健
診

（
親
子
）、
歯
科
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

�
32
７
２
０
０

◆
保
険
料
前
納
を
口
座
振
替
に
す
る
と
、
割

引
額
が
増
え
ま
す
。

十
七
年
度
分
の
保
険
料
を
一
括
前
納
す
る

と
、
現
金
払
い
で
は
二
千
八
百
九
十
円
の
割

引
、
口
座
振
替
で
は
三
千
四
百
二
十
円
の
割

引
と
な
り
ま
す
（
六
カ
月
前
納
も
口
座
振
替

が
有
利
で
す
）。

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
四
月
に
郵
送
さ

れ
て
く
る
納
付
書
で
、
四
月
三
十
日（
今
年

は
四
月
末
日
が
休
日
の
た
め
五
月
二
日
）ま

で
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
可

能
で
す
。

口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
平
成
十
七
年
三

月
中
に
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登
録
が
終
了

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
月
三

十
日
必
着
で
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
人

は
届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割
制
度
が
で
き
ま

し
た
。

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険
料
の
翌
月

末
引
落
し
）
は
定
額
保
険
料
で
す
が
、
口
座

振
替
を
早
割
に
す
る
と
、
四
十
円
が
割
引
と

な
り
ま
す
。

早
割
制
度
を
申
し
込
む
と
、
翌
月
末
の
初

回
の
口
座
振
替
に
て
二
カ
月
分
の
保
険
料

（
従
前
の
保
険
料
と
四
十
円
割
引
さ
れ
た
保

険
料
）
が
引
落
し
と
な
り
、
そ
の
後
、
毎
月

の
保
険
料
が
四
十
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

申
込
み

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

金
融
機
関
届
出
印
を
押
印
の
う
え
、
社
会

保
険
事
務
所
ま
た
は
各
金
融
機
関
の
窓
口

へ
。

※
保
険
料
の
半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
人
の
口
座
振
替
は
、
通
常
の
口
座
振
替
で

の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

八
代
社
会
保
険
事
務
所

�
35
６
１
１
５

三
月
十
三
日
�
の
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

頃
ま
で
大
会
運
営
の
た
め
、
国
道
２
６
６
号

線
「
大
矢
野
町
満
越
交
差
点
」
〜
「
松
島
町

四
号
橋
付
近
」
区
間
が
片
側
交
互
通
行
と
な

り
ま
す
。

当
日
は
、
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
時
間
帯
の
通
行
は
な
る
べ
く
お
避
け
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大

会
事
務
局
�
０
９
６
４（
５
６
）４
７
０
１

と
　
き

三
月
二
十
日
�
午
後
一
時
〜
五
時

と
こ
ろ

八
代
公
民
館

費
　
用

無
料

※
事
前
に
、
八
代
市
立
青
少
年
育
成
セ
ン
タ

ー
へ
予
約
く
だ
さ
い
。

★
太
陽
の
会（
不
登
校
を
考
え
る
親
の
会
）

と
　
き

毎
月
第
二
水
曜
日
午
後
七
時
〜
九
時

※
三
月
は
、
九
日
�
に
開
催

と
こ
ろ

八
千
把
公
民
館

対
　
象

不
登
校
の
子
ど
も
に
関
わ
る
親
や

関
係
者

費
　
用

三
百
円

★
た
ま
ご
の
会（
ひ
き
こ
も
り
自
立
支
援
親
の
会
）

と
　
き

毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
二
時
〜
五
時

※
三
月
は
、
十
九
日
�
に
開
催

と
こ
ろ

八
代
公
民
館

対
　
象

ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
持
つ
親

や
関
係
者

費
　
用

三
百
円

申
込
・
問
合
せ

八
代
市
立
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー（
人
権
啓
発
課
内
）�
32
７
０
５
９

と
　
き

三
月
十
七
日
�
午
後
一
時
〜
四
時

と
こ
ろ

八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

内
　
容

合
同
就
職
面
接
会
、
職
業
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
創
業
支
援
コ
ー
ナ
ー

対
　
象

▼
求
職
者
＝
八
代
、
宇
城
、
球
磨
、

水
俣
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込

み
を
行
っ
て
い
る
人
。
▼
事
業
所
＝
各
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
申
し
込
み
中
、
ま
た

は
申
し
込
み
予
定
の
事
業
所
。

申
込
・
問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

�
31
８
６
０
９

一
級
〜
三
級
の
区
分
に
応
じ「
機
械
加
工
」

や「
造
園
工
事
」な
ど
三
十
六
職
種
に
お
い

て
、
前
期
技
能
検
定
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。

受
検
受
付

四
月
四
日
�
〜
十
五
日
�

実
技
試
験

六
月
十
三
日
�
〜
九
月
十
一
日
�

学
科
試
験

七
月
三
十
一
日
�（
三
級
職
種
）

八
月
二
十
一
日
�
、
二
十
八
日
�
、
三
十

一
日
�
、
九
月
四
日
�
�

合
格
発
表

八
月
三
十
日
�（
三
級
職
種
）、

十
月
四
日
�

※
職
種
に
よ
り
試
験
日
は
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
技
能

検
定
課
�
０
９
６（
３
８
４
）１
７
１
１

市
民
相
談
室
で
の
「
交
通
事
故
相
談
」
は

毎
週
火
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

十
七
年
四
月
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

相
談
日

第
二
・
第
四
火
曜
日

時
間
帯

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

問
合
せ

生
活
安
全
課
�
33
４
１
１
２

熊
本
県
交
通
安
全
・
青
少
年
課
�
０
９
６

（
３
８
３
）
１
１
１
１
内
線
７
４
０
７

年
長
児
は
、
四
月
か
ら
一
人
で
小
学
校
に

通
学
し
ま
す
。
そ
こ
で
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
、
園
の
外
に
出
て
横
断
歩
道
を
渡

る
な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
学
び
な
が
ら
、
三
月

か
ら
通
学
の
練
習
を
始
め
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
園
児
を
見
か
け

た
際
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
車
両
停
止

広報やつしろは、古紙混合率１００パーセントの再生紙を使用しています。

な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

生
活
安
全
課
�
33
４
１
１
２

八
代
警
察
署
�
33
０
１
１
０

「
平
成
十
七
年
度
市
・
県
民
税
及
び
国
民

健
康
保
険
税
申
告
相
談
に
つ
い
て
」の
ハ
ガ

キ
の
内
容
で
申
告
相
談
日
に
一
部
誤
り（
高

田
・
金
剛
・
八
千
把
校
区
）が
あ
り
ま
し
た
。

《
誤
》

高
田
・
金
剛
校
区
…
三
月
八
日
�
・
九
日
�

八
千
把
校
区
…
三
月
十
日
�
・
十
一
日
�

《
正
》

高
田
・
金
剛
校
区
…
三
月
八
日
�
・
九
日
�

市役所からの情報を「FMやつしろ76.5MHz」で、毎週月曜日から金曜日の午前10時から10分間放送

広報やつしろ ２００５.３.１広報やつしろ ２００５.３.１

八
千
把
校
区
…
三
月
十
日
�
・
十
一
日
�

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、指
定
日
を
確
認
の
う
え
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

税
務
課
�
33
４
１
０
７

と
　
き

三
月
十
三
日
�
午
前
九
時
半
〜

と
こ
ろ

八
代
小
学
校
体
育
館

演
　
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ「
学
校
分
割
に

命
を
か
け
た
人
々
」

講
　
師

渡
速
氏（
創
立
当
時
、
六
年
一
組

担
任
）

問
合
せ

八
代
公
民
館
�
34
３
４
７
９

お
詫
び
と
訂
正

平
成
十
七
年
度
市
・
県
民
税
及
び

国
民
健
康
保
険
税
申
告
相
談

バイクや軽自動車の
廃車・名義変更手続き
軽自動車税の賦課期日は４月１日です。
市外転出や廃車または譲渡した場合には、申

請手続きが必要です。下記の手続きを済ませて
いない人は平成１７年度も課税されます。早め
の手続きをお願いします。
（軽自動車税には月割課税制度はありません）

◆50cc～125ccのバイクを転出先で引き続き
使用する場合（廃車→登録）
転出先の市区町村担当課で、八代市の標識を
返納後、新たに標識の交付を受けてください。
※転入の場合も同様
必要なもの・・・所有者の印鑑、八代市の標

識（ナンバープレート）

◆50cc～125ccのバイクや農耕用車を転出し
た人や亡くなった人の名義で八代市内の家
族が使用している場合（名義変更）
市役所税務課（１階１２番窓口）で名義変更を
してください。
必要なもの・・・新旧所有者の印鑑

◆50cc～125ccのバイクや農耕用車を廃棄、
盗難、譲渡などで所有していない場合
必要なもの・・・
※市内譲渡の場合・・・新旧所有者の印鑑
※廃棄、盗難の場合・・・所有者の印鑑

◆125ccを超え250ccまでの二輪車および
660ccまでの四輪車
申請手続場所・・・熊本県軽自動車協会

（熊本市東町４丁目１４－６）
�０９６－３６９－６８２９

◆250ccを超える二輪車（自動二輪）
申請手続場所・・・九州運輸局熊本陸運支局

（熊本市東町４丁目１４－６）
�０９６－３６９－３１８８

問合せ 税務課諸税係�３３－４１０７

ご
協
力
く
だ
さ
い

天
草
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
伴
う
交
通
規
制

八
代
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振

替
割
引
制
度
拡
充ご

協
力
く
だ
さ
い

園
児
が
通
学
の
練
習
を
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
代

合
同
就
職
面
接
会

ご
注
意
く
だ
さ
い

交
通
事
故
相
談
日
が
変
わ
り
ま
す

平
成
十
七
年
度
前
期
技
能
検
定

あ
な
た
の
技
能
を
証
明
し
ま
せ
ん
か

秘
密
厳
守

い
じ
め
・
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
出
前
相
談八

代
公
民
館

八
代
小
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典

料
金
無
料
。
電
話
予
約
が
必
要
で
す

む
し
歯
予
防
教
室



内
　
容

本
年
度
の
再
評
価
対
象
事
業
で
あ

る
球
磨
川
駅
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
、
市
が
作
成
し
た
再
評
価
調
書
、

対
応
方
針
素
案
な
ど
の
審
議

受
　
付

傍
聴
希
望
者
は
、
当
日
午
前
九
時

十
五
分
か
ら
開
催
時
刻
ま
で
に
、
開
催
場

所
で
受
け
付
け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
会
議
の
秩
序
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
、
ま
た
は
緊
急
に
公
開
で
き
な
い
事
項
を

審
議
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
会
議
を

途
中
で
非
公
開
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

都
市
計
画
課
�
33
４
１
１
６

実
家
を
離
れ
、
ア
パ
ー
ト
や
寮
で
暮
ら
す

学
生
の
選
挙
法
上
の
住
所
は
、
実
家
と
の
距

離
が
近
い
な
ど
の
理
由
が
な
い
限
り
、
日
常

生
活
の
本
拠
で
あ
る
、
そ
の
ア
パ
ー
ト
や
寮

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
住
民
票
を
郷
里
に

残
し
た
ま
ま
、
修
学
先
の
ア
パ
ー
ト
や
寮
に

移
し
て
い
な
い
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
住
民
票
が
あ
る
郷
里

で
選
挙
人
名
簿
の
登
録
が
さ
れ
て
も
、
投
票

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
常
生
活
の
本
拠

で
あ
る
修
学
先
の
ア
パ
ー
ト
や
寮
に
は
、
本

来
あ
る
べ
き
住
民
票
が
な
い
た
め
、
選
挙
人

名
簿
の
登
録
が
さ
れ
ず
、投
票
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
権
を
有
し
て
い
な
が
ら
、
修
学
先
に

住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
た
め
、
大
切
な
一

票
が
行
使
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

修
学
先
の
ア
パ
ー
ト
や
寮
で
暮
ら
す
際
に

は
、
必
ず
住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�
32
３
６
６
２

県
で
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
、
八
代
市
、

水
俣
市
、
芦
北
町
お
よ
び
津
奈
木
町
を
対
象

と
す
る
県
南
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
県
内
大
学

や
企
業
な
ど
の
連
携
に
よ
り
、
八
代
海
再
生

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
の
体
制
作
り
や
、
新
し
い
技
術
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

と
　
き

三
月
二
十
二
日
�

午
後
一
時
半
〜
五
時

と
こ
ろ

八
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

内
　
容

事
業
概
要
の
紹
介
・
研
究
成
果
の

発
表
な
ど

申
込
・
問
合
せ

熊
本
県
新
産
業
振
興
課

�
０
９
６（
３
８
５
）２
５
０
６

《
お
茶
会
》
…
裏
千
家
青
年
部
に
よ
る
抹
茶

の
お
も
て
な
し
。

と
　
き

三
月
六
日
�

と
こ
ろ

本
町
二
丁
目
お
休
み
処

費
　
用

無
料（
先
着
二
百
人
）

《
ぜ
ん
ざ
い
会
》
…
本
町
二
丁
目
お
か
み
さ

ん
会（
レ
イ
ン
ボ
ー
）に
よ
る
手
作
り
ぜ
ん
ざ

い
の
ふ
る
ま
い
。

と
　
き

三
月
三
日
�

と
こ
ろ

本
町
二
丁
目
お
休
み
処

費
　
用

無
料（
先
着
二
百
人
）

問
合
せ

本
町
二
丁
目
お
か
み
さ
ん
会（
レ

イ
ン
ボ
ー
）
�
32
２
０
６
３

商
政
観
光
課
�
33
４
１
１
５

熊
本
県
ヤ
ミ
金
融
緊
急
連
絡
会
議
は
、
平

成
十
五
年
八
月
十
一
日
に
、
国
・
県
・
熊
本

市
な
ど
の
行
政
機
関
と
弁
護
士
会
な
ど
の
民

間
の
支
援
機
関
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
連
携
の
強
化
を
図
り
、
官
民
一
体
で

ヤ
ミ
金
融
（
法
定
の
上
限
金
利
を
超
え
た
利

率
で
金
銭
の
貸
付
を
行
う
な
ど
の
行
為
）
問

題
に
取
り
組
み
、
被
害
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。

相
談
窓
口

八
代
市
市
民
相
談
室

受
付
時
間

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

電
話
番
号

�
33
４
４
５
２

問
合
せ

熊
本
県
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

消
費
生
活
班
�
０
９
６（
３
８
３
）１
１

１
１
内
線
７
４
０
４
、
７
４
１
１

生
活
安
全
課
�
33
４
１
１
２

三
月
十
五
日
�
・
十
七
日
�
に
シ
ル
バ
ー

ヘ
ル
パ
ー
研
修
会
、
二
十
七
日
�
に
日
奈
久

温
泉
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
温
泉
セ

ン
タ
ー
四
階
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

入
浴
・
休
憩
な
ど
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

商
政
観
光
課
�
33
４
１
１
５

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
�
38
０
６
１
７
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八
代
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
定
め
ら

れ
た
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
な
ど
へ

転
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

農
政
課
�
33
４
１
１
７

八
代
市
役
所
で
は
、
三
月
三
日
�
〜
五
月

二
十
六
日
�
ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
祝
日
を

除
く
十
二
回
）、
窓
口
の
業
務
時
間
を
午
後

七
時
ま
で
延
長（
試
行
）し
ま
す
。

今
回
の
試
行
は
、
通
常
の
時
間
帯
に
利
用

で
き
な
い
人
な
ど
の
利
用
状
況
を
調
査
し

て
、
今
後
の
窓
口
業
務
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

実
施
日

▼
三
月
三
日
�
、
十
日
�
、
十
七

日
�
、
二
十
四
日
�
、
三
十
一
日
�
▼
四

月
七
日
�
、
十
四
日
�
、
二
十
一
日
�
、

二
十
八
日
�
▼
五
月
十
二
日
�
、
十
九
日

�
、
二
十
六
日
�

※
詳
し
く
は
広
報
や
つ
し
ろ
二
月
十
五
日
号

十
四
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

行
政
シ
ス
テ
ム
課
�
33
４
１
０
３

三
月
一
日
現
在
で
調
製
す
る
選
挙
人
名
簿

（
年
四
回
の
定
時
登
録
）を
次
の
と
お
り
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

転
入
し
て
き
た
人
や
満
二
十
歳
に
な
っ
た

人
、
あ
る
い
は
海
外
在
住
者
で
在
外
選
挙
人

証
の
交
付
を
受
け
た
人
は
、
名
簿
に
名
前
が

載
っ
て
い
る
か
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

登
録
資
格
要
件

日
本
国
民
で
昭
和
六
十
年

三
月
二
日
以
前
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
八
代
市
に
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
ま
で

に
住
民
票
登
録
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し

て
い
る
人

②
海
外
在
住
者
で
、
大
使
館
や
総
領
事
館
へ

在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
行
い
、

在
外
選
挙
人
証
の
交
付
を
受
け
た
人

縦
覧
期
間

三
月
三
日
�
〜
七
日
�

毎
日
午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ

八
代
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
�
32
３
６
６
２

実
施
期
間

三
月
一
日
�
〜
七
日
�

重
点
目
標
　
①
消
防
法
改
正
を
踏
ま
え
た
住

宅
防
火
対
策
の
推
進
②
放
火
火
災
・
連
続
放

火
火
災
予
防
対
策
の
推
進
③
林
野
火
災
予
防

対
策
の
推
進
③
乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火

災
発
生
防
止
対
策
の
推
進

《
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催
》

八
代
市
郡
の
小
学
五
年
生
を
対
象
と
し
た

防
火
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

と
　
き

三
月
四
日
�
〜
六
日
�

と
こ
ろ

�
マ
イ
カ
ル
九
州
　
八
代
サ
テ
ィ

《
消
火
器
の
訪
問
点
検
に
ご
注
意
を
！
》

八
代
広
域
管
内
で
、
消
火
器
の
不
適
正
な

点
検
や
高
額
請
求
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
特
に
消
火
器
の
数
が
多
い
事
業
所
を
狙

い
、
出
入
り
の
点
検
業
者
を
装
い
ま
す
。

点
検
を
承
諾
す
る
前
に
、
必
ず
契
約
業
者

で
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
不
審
に
思
っ

た
ら
直
ち
に
最
寄
り
の
消
防
署
へ
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
�
32
９
２
２
８

公
共
下
水
道
は
、
中
心
市
街
地
か
ら
順
次

事
業
計
画
区
域
を
拡
張
し
、
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
約
一
千
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
事
業
計
画
区
域
の
う
ち
約
七
十
六
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
る
約
七
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

整
備
が
完
了（
平
成
十
七
年
三
月
末
）す
る

見
込
み
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
事
業

計
画
区
域
内
の
日
置
町
、
井
上
町
、
竹
原
町

の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。引

き
続
き
太
田
郷
校
区
の
生
活
環
境
の
改

善
や
河
川
、
水
路
な
ど
の
保
全
を
一
体
的
に

図
る
た
め
、
事
業
計
画
区
域
を
図
１
の
と
お

り
約
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
拡
張
す
る
予
定
で

す
。
事
業
計
画
区
域
の
拡
張
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
平
成
十
七
年
三
月
末

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
は
、

本
市
の
現
段
階
で
の
補
助
制
度
で
は
当
該
区

域
の
浄
化
槽
の
補
助
金
は
交
付
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
新
築
、
増
改
築
を
予
定
し
て

い
る
人
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

《
拡
張
予
定
箇
所
》

◆
日
置
町
の
一
部

◆
竹
原
町
の
一
部

◆
井
上
町
の
一
部

◆
長
田
町
の
一
部

◆
上
日
置
町
の
一
部（
上
日
置
下
、上
日
置
上
）

◆
萩
原
町（
浪
川
町
）

◆
福
正
町
の
一
部（
久
保
町
）

◆
西
片
町
の
一
部（
西
片
町
第
１
）

◆
中
片
町
の
一
部

◆
上
片
町
の
一
部

事
業
計
画
区
域
…

拡
張
区
域
…

問
合
せ

下
水
道
課
�
33
４
１
４
７

と
　
き

三
月
十
七
日
�
午
前
九
時
半
〜

と
こ
ろ

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
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太
田
郷
校
区
の
皆
さ
ん
へ

公
共
下
水
道
事
業
計
画
変
更

期限内納付と振替期日
平成１６年分確定申告の納付期限は、次の

とおりです。
所得税の納付期限 平成１７年３月１５日（火）

消費税および地方消費税の納付期限
平成１７年３月３１日（木）

納税は、税務署だけでなく、お近くの銀行
（日本銀行歳入代理店）や郵便局などの金融
機関でも受け付けています。
また、納税は、銀行や郵便局などの預貯金

口座から自動的に引き落とす「振替納税」が
便利です。
所得税の引落し日 平成１７年４月１９日（火）

消費税および地方消費税の引落し日
平成１７年４月２６日（火）

※納付期限に遅れた場合または引落しできなか
った場合は、延滞税がかかりますので、ご注意
ください。
納税のことで不明な点がありましたら、最寄り
の税務署や税務相談室にお問合わせください。

問合せ 八代税務署�３２－３１４１
税務相談室八代分室�３５ー１１７１

申
請
書
受
付
三
月
一
日
�
〜
三
十
一
日
�

農
地
の
除
外
申
請

傍
聴
定
員
は
、
先
着
十
人

八
代
市
公
共
事
業
再
評
価
第
三
者
委
員
会

三
月
〜
五
月
の
毎
週
木
曜
日
は
、
午
後
七
時
ま
で

窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
試
行

火
は
消
し
た
？
い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

縦
覧
期
間
は
三
月
三
日
�
〜
七
日
�

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

届
出
は
お
忘
れ
な
く

修
学
転
出
の
際
に
は

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

第
二
回
グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
八
代

図１

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

「
ひ
な
ま
つ
り
お
茶
会
」
と

「
三
月
三
日
ぜ
ん
ざ
い
会
」

ご
協
力
く
だ
さ
い

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
混
雑
日

ご
利
用
く
だ
さ
い

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
の
相
談
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